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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 歯 口 を 挟 ん で 多 数 の 編 針 を 装 着 さ せ た 前 後 一 対 の 針 床 と 該 針 床 上 に 地 糸 用 掛 爪 と そ の 上  
位 に パ イ ル 糸 用 掛 爪 を 形 成 し た パ イ ル 編 成 用 シ ン カ ー を 備 え る と と も に 、 先 行 側 給 糸 口 で  
地 糸 、 後 行 側 給 糸 口 で パ イ ル 糸 を 給 糸 す る と と も に パ イ ル 編 成 用 シ ン カ ー の 地 糸 用 掛 爪 で  
地 糸 を 、 パ イ ル 糸 用 掛 爪 で パ イ ル 糸 を 係 止 さ せ な が ら 、 一 方 の 針 床 で 筒 状 編 地 を 構 成 す る  
前 後 一 方 の 編 地 の コ ー ス 編 成 、 続 い て 他 方 の 針 床 で 前 後 他 方 の 編 地 の コ ー ス 編 成 を 繰 り 返  
し 行 う こ と で 筒 状 の パ イ ル 編 地 の コ ー ス 編 成 を 行 う 横 編 機 に よ る パ イ ル 編 地 の 編 成 方 法 に  
お い て 、
　 前 後 一 方 の 編 地 の コ ー ス 編 成 で は 、 編 み 始 め 側 の 側 端 に 位 置 す る 編 針 を 除 い た 編 針 で 一  
方 の 編 地 の コ ー ス 編 成 を 行 う と と も に 編 み 終 わ り 側 で は キ ャ リ ッ ジ が 反 転 し た 後 に お い て  
他 方 の 編 地 の 編 み 始 め 側 の 側 端 に 位 置 す る 編 針 へ 給 糸 し て 編 目 を 形 成 す る ス テ ッ プ Ａ 、
　 続 く 他 方 の 編 地 の コ ー ス 編 成 で は 、 編 み 始 め 側 の 側 端 に 位 置 す る 編 針 を 除 い た 編 針 で 他  
方 の 編 地 の コ ー ス 編 成 を 行 う と と も に 編 み 終 わ り 側 で は キ ャ リ ッ ジ が 反 転 し た 後 に お い て  
一 方 の 編 地 の 編 み 始 め 側 の 側 端 に 位 置 す る 編 針 へ 給 糸 し て 編 目 を 形 成 す る ス テ ッ プ Ｂ 、
　 前 記 ス テ ッ プ Ａ ， Ｂ を 繰 り 返 し 行 う こ と で 地 糸 を パ イ ル 編 成 用 シ ン カ ー の 地 糸 用 掛 爪 に  
係 止 さ せ 、 パ イ ル 糸 を パ イ ル 糸 用 掛 爪 に 係 止 さ せ た 状 態 で 編 目 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す  
る 横 編 機 に よ る パ イ ル 編 地 の 編 成 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】

請求項の数　1　（全6頁）
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 横 編 機 を 用 い て パ イ ル 編 地 を 編 成 す る 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 前 後 一 対 の 針 床 を 備 え た 横 編 機 を 用 い 、 前 後 一 方 の 針 床 で コ ー ス 編 成 を 行 い 、 続 け て 他  
方 の 針 床 で コ ー ス 編 成 を 繰 り 返 し 行 う よ う に 前 後 の 針 床 に 編 糸 を 周 回 さ せ な が ら 編 成 す る  
こ と で 筒 状 の 編 地 を 得 る こ と が で き る 。 こ の よ う な 筒 状 編 地 は 、 例 え ば 手 袋 や 靴 下 な ど に  
利 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 編 地 に パ イ ル 組 織 を 適 用 す る に は 、 パ イ ル 編 成 用 シ ン カ ー を 備 え た 横 編 機 が 使 用 さ れ る  
。 図 ２ に 示 す よ う に パ イ ル 編 成 用 シ ン カ ー １ ０ に は 、 作 用 腕 １ １ の 先 端 側 に 地 糸 用 掛 爪 １  
３ に 加 え て パ イ ル 糸 用 掛 爪 １ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 編 成 の 際 に 地 糸 用 給 糸 口 と パ イ  
ル 糸 用 給 糸 口 を 用 い （ 不 図 示 ） 、 地 糸 用 給 糸 口 を パ イ ル 糸 用 給 糸 口 よ り も 先 行 さ せ て 移 動  
す れ ば 地 糸 （ シ メ 糸 ） を パ イ ル 糸 よ り も 低 く し た 状 態 で 編 針 の フ ッ ク に 供 給 で き る 。 こ の  
地 糸 と パ イ ル 糸 の 高 低 差 に よ っ て 形 成 さ れ る ギ ャ ッ プ に パ イ ル 糸 用 掛 爪 １ ４ を 挿 入 で き れ  
ば パ イ ル 編 地 を 編 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 キ ャ リ ッ ジ が 編 地 の 左 右 で 反 転 し な が ら 往 復 動 す る 横 編 機 の 場 合 、 キ ャ リ ッ ジ  
が 反 転 し た 後 の 編 み 始 め で パ イ ル 糸 と 地 糸 の 高 低 差 を 十 分 に 大 き く 形 成 す る こ と は で き ず  
パ イ ル 糸 用 掛 爪 １ ４ を 上 記 ギ ャ ッ プ に 確 実 に 挿 入 で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 １ は 、 ラ ッ チ 部 分 の フ ッ ク と 対 向 す る 内 側 縁 に 編 糸 係 止 用 鉤 を 設 け た 特 殊 な 編  
針 を 横 編 機 に 装 着 さ せ る こ と で 地 糸 を ラ ッ チ の 編 糸 係 止 用 鉤 に 係 止 さ せ て 編 針 を 引 き 下 げ  
る こ と で 地 糸 と パ イ ル 糸 の 高 低 差 を 大 き く し て パ イ ル 糸 用 掛 爪 を ギ ャ ッ プ に 確 実 に 挿 入 で  
き る よ う に し て い る 。 そ の た め パ イ ル 編 地 を 編 成 す る に は パ イ ル 編 成 用 シ ン カ ー だ け で な  
く 上 記 し た 特 殊 な 構 成 の 編 針 を 横 編 機 に 装 着 す る 必 要 が あ っ た 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 文 献 】 特 公 昭 ６ ０ － ５ ９ ３ ３ ３ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 特 殊 な 構 造 の 編 針 を 使 用 し な く て も パ イ ル 編 地 を 編 成 す  
る こ と が で き る 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 で は 、 歯 口 を 挟 ん で 多 数 の 編 針 を 装 着 さ せ た 前 後 一 対 の 針 床 と 該 針 床 上 に 地 糸 用  
掛 爪 と そ の 上 位 に パ イ ル 糸 用 掛 爪 を 形 成 し た パ イ ル 編 成 用 シ ン カ ー を 備 え る と と も に 、 先  
行 側 給 糸 口 で 地 糸 、 後 行 側 給 糸 口 で パ イ ル 糸 を 給 糸 す る と と も に パ イ ル 編 成 用 シ ン カ ー の  
地 糸 用 掛 爪 で 地 糸 を 、 パ イ ル 糸 用 掛 爪 で パ イ ル 糸 を 係 止 さ せ な が ら 、 一 方 の 針 床 で 筒 状 編  
地 を 構 成 す る 前 後 一 方 の 編 地 の コ ー ス 編 成 、 続 い て 他 方 の 針 床 で 前 後 他 方 の 編 地 の コ ー ス  
編 成 を 繰 り 返 し 行 う こ と で 筒 状 の パ イ ル 編 地 の コ ー ス 編 成 を 行 う 横 編 機 に よ る パ イ ル 編 地  
の 編 成 方 法 に お い て 、 前 後 一 方 の 編 地 の コ ー ス 編 成 で は 、 編 み 始 め 側 の 側 端 に 位 置 す る 編  
針 を 除 い た 編 針 で 一 方 の 編 地 の コ ー ス 編 成 を 行 う と と も に 編 み 終 わ り 側 で は キ ャ リ ッ ジ が  
反 転 し た 後 に お い て 他 方 の 編 地 の 編 み 始 め 側 の 側 端 に 位 置 す る 編 針 へ 給 糸 し て 編 目 を 形 成  
す る ス テ ッ プ Ａ 、 続 く 他 方 の 編 地 の コ ー ス 編 成 で は 、 編 み 始 め 側 の 側 端 に 位 置 す る 編 針 を  
除 い た 編 針 で 他 方 の 編 地 の コ ー ス 編 成 を 行 う と と も に 編 み 終 わ り 側 で は キ ャ リ ッ ジ が 反 転  
し た 後 に お い て 一 方 の 編 地 の 編 み 始 め 側 の 側 端 に 位 置 す る 編 針 へ 給 糸 し て 編 目 を 形 成 す る  
ス テ ッ プ Ｂ 、 前 記 ス テ ッ プ Ａ ， Ｂ を 繰 り 返 し 行 う こ と で 地 糸 を パ イ ル 編 成 用 シ ン カ ー の 地  
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糸 用 掛 爪 に 係 止 さ せ 、 パ イ ル 糸 を パ イ ル 糸 用 掛 爪 に 係 止 さ せ た 状 態 で 編 目 を 形 成 す る よ う  
に し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 で は 、 編 み 始 め 側 の 側 端 に 位 置 す る 編 針 で 地 糸 を 予 め 引 き 込 ん だ 状 態 に し て お い  
て か ら 前 記 編 針 を 除 く 編 針 で コ ー ス 編 成 を 行 う よ う に し て い る の で 地 糸 と パ イ ル 糸 と の 間  
に 大 き な 高 低 差 を 形 成 で き る 。 そ の た め パ イ ル 糸 用 掛 爪 を 地 糸 と パ イ ル 糸 間 の ギ ャ ッ プ に  
確 実 に 挿 入 さ せ る こ と が で き る の で 従 来 の よ う な 特 殊 な 構 造 の 編 針 を 使 用 し な く て も パ イ  
ル 編 地 を 編 成 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 編 成 ス テ ッ プ を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 パ イ ル 編 成 用 シ ン カ ー を 示 し た 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 実 施 形 態 で 使 用 さ れ る 横 編 機 は 、 パ イ ル 編 成 用 の 特 殊 な 構 造 の 編 針 に 代 え て 一 般 的 な  
編 針 が 装 着 さ れ て い る 点 を 除 い て 特 許 文 献 １ と 同 等 の 横 編 機 が 使 用 さ れ る 。 し た が っ て パ  
イ ル 編 地 を 編 成 す る と き の 地 糸 、 パ イ ル 糸 お よ び 地 糸 用 給 糸 口 、 パ イ ル 糸 用 給 糸 口 な ど の  
動 作 や 給 糸 条 件 、 編 目 形 成 時 の シ ン カ ー の 開 閉 動 作 や 編 針 の 動 き な ど に つ い て も 特 別 な 言  
及 が な い 限 り 同 じ で あ る の で そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 、 パ イ ル 編 地 の 編 成 ス テ ッ プ を 示 し た 図 で あ る 。 図 の 左 欄 に 示 す Ｓ は 、 編 成 の 各  
ス テ ッ プ を 示 す 。 Ｆ は 前 針 床 、 Ｂ は 後 針 床 を 示 し 、 ア ル フ ァ ベ ッ ド の 小 文 字 は 前 針 床 の 編  
針 の 位 置 、 大 文 字 は 後 針 床 の 編 針 の 位 置 を 示 す 。 ド ッ ト は 編 針 、 丸 は 編 目 を 、 左 右 の 向 き  
の 矢 印 は キ ャ リ ッ ジ の 進 行 方 向 、 す な わ ち 編 成 方 向 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 で は キ ャ リ ッ ジ が 右 行 時 に 後 針 床 の 編 針 を 用 い て 筒 状 編 地 １ の 後 側 編 地 １ ｂ の 編 成 を  
行 い 、 キ ャ リ ッ ジ 左 行 時 に 前 針 床 の 編 針 を 用 い て 筒 状 編 地 １ の 前 側 編 地 １ ｆ の 編 成 を 行 う  
よ う に 編 糸 を 時 計 針 方 向 に 周 回 状 に 供 給 し て 筒 状 編 地 １ を 編 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 Ｓ ０ は 、 筒 状 編 地 １ の 各 針 床 に お け る 編 目 の 係 止 状 態 を 示 し 、 前 針 床 の ａ － ｊ の 編 針 に  
前 側 編 地 １ ｆ の 編 目 が 、 後 針 床 の Ａ － Ｊ の 編 針 に 後 側 編 地 １ ｂ の 編 目 が 係 止 し て い る 。 給  
糸 口 は 図 示 し な い が 、 Ｓ １ ま で の 編 成 で は 地 糸 を 使 っ て 編 成 が 行 わ れ 、 Ｓ ２ 以 降 は 、 地 糸  
と パ イ ル 糸 の ２ つ の 編 糸 を 用 い て パ イ ル 編 地 の 編 成 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 Ｓ １ は 、 パ イ ル 編 地 の コ ー ス 編 成 が 始 ま る 直 前 の 編 成 を 示 す 。 キ ャ リ ッ ジ が 左 行 時 に 前  
針 床 の 編 針 ｊ ― ａ に よ る コ ー ス 編 成 を 行 う と と も に 前 側 編 地 １ ｆ の 編 み 終 わ り 側 に 対 向 す  
る 後 側 編 地 １ ｂ の 側 端 の 編 針 Ａ に も 給 糸 し て 編 目 を 形 成 す る 。 こ の 編 針 Ａ は 、 キ ャ リ ッ ジ  
が 反 転 し て 右 行 す る 際 の 後 側 編 地 １ ｂ の 編 み 始 め 側 の 側 端 に 位 置 す る 編 針 と な る 。 こ こ で  
編 針 Ａ に よ る 編 目 形 成 を 行 う の は 次 コ ー ス か ら 始 ま る パ イ ル 編 地 を 編 成 す る た め の 準 備 工  
程 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 続 く Ｓ ２ で は 、 キ ャ リ ッ ジ を 右 行 さ せ 、 編 針 Ａ を 除 い た 編 針 Ｂ － Ｊ で 後 側 編 地 １ ｂ の コ  
ー ス 編 成 を 行 う 。 こ こ で 、 Ｓ １ で 編 目 を 形 成 し た 編 針 Ａ は 、 Ｓ ２ で は 作 動 さ せ ず に 引 き 込  
ん だ 状 態 の ま ま で 後 側 編 地 １ ｂ の コ ー ス 編 成 が 行 わ れ る 。 そ の た め 後 側 編 地 １ ｂ の 編 み 始  
め 側 で は 編 針 Ｂ が 実 質 の 編 み 始 め の 編 針 と な る 。 編 針 Ｂ が 編 目 を 形 成 す る と き に は 、 地 糸  
は 既 に 引 き 込 ま れ た 状 態 に あ る 編 針 Ａ の フ ッ ク か ら 地 糸 用 給 糸 口 へ と 延 び る た め パ イ ル 糸
用 給 糸 口 へ 延 び る パ イ ル 糸 と の 間 に 大 き な 高 低 差 が 形 成 さ れ る こ と に な る 。 そ の 結 果 、 パ  
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イ ル 糸 用 掛 爪 １ ４ を 地 糸 と パ イ ル 糸 間 の ギ ャ ッ プ に 確 実 に 挿 入 す る こ と が で き る 。 つ ま り  
、 地 糸 は パ イ ル 編 成 用 シ ン カ ー １ ０ の 地 糸 用 掛 爪 １ ３ 、 パ イ ル 糸 は パ イ ル 糸 用 掛 爪 １ ４ に  
そ れ ぞ れ 分 離 係 止 さ せ た 状 態 で 編 目 を 形 成 す る こ と が で き る 。 な お Ｓ １ に お い て 編 針 Ａ で  
編 目 を 形 成 す る こ と な く Ｓ ２ を 行 っ た 場 合 に は 地 糸 と パ イ ル 糸 の 高 低 差 を 大 き く す る こ と  
は で き な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 Ｓ ２ で は 、 後 側 編 地 １ ｂ の 編 み 終 わ り 側 に 対 向 す る 前 側 編 地 １ ｆ の 側 端 の 編 針 ｊ に も 給  
糸 し て 編 目 を 形 成 す る 。 こ の 編 針 ｊ は 、 キ ャ リ ッ ジ が 反 転 し て 左 行 す る 際 の 前 側 編 地 １ ｆ  
の 編 み 始 め 側 の 側 端 に 位 置 す る 編 針 で あ る 。 こ こ で 編 針 ｊ に よ る 編 目 形 成 を 行 う の は Ｓ １  
に お け る 編 み 終 わ り で 行 っ た 編 成 と 同 じ 目 的 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 Ｓ ３ で は 、 編 針 ｊ を 除 い た 編 針 ｉ － ａ で 前 側 編 地 １ ｆ の コ ー ス 編 成 を 行 う と と も に 前 側  
編 地 １ ｆ の 編 み 終 わ り 側 で は 後 側 編 地 １ ｂ の 編 み 始 め の 側 端 に 位 置 す る 編 針 Ａ に も 給 糸 し  
て 編 目 を 形 成 す る 。 そ し て Ｓ ２ と Ｓ ３ に 示 す 編 成 を 繰 り 返 し 行 う こ と で 所 望 丈 の 筒 状 の パ  
イ ル 編 地 を 編 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 上 記 で は 時 計 針 方 向 に 周 回 編 成 を 行 う 例 を 示 し た が 反 時 計 針 方 向 に 周 回 編 成 し て 編  
成 で き る こ と は い う ま で も な い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
１   筒 状 編 地 、 前 側 編 地 … １ ｆ 、 後 側 編 地 … １ ｂ
１ ０   パ イ ル 編 成 用 シ ン カ ー 、 １ １   作 用 腕 、 １ ３   地 糸 用 掛 爪 、 １ ４   パ イ ル 糸 用 掛 爪
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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